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研究成果の概要（和文）：1500名以上の４大認知症、すなわち、アルツハイマー病（AD）、レビー小体型認知症
（DLB）、血管性認知症（VaD）、前頭側頭葉変性症（FTLD）におけるアパシー（意欲低下）を客観的な評価尺度
NPIを用いて評価した。その結果、アパシーはAD、DLB、VaDでは、認知症の進行に伴い重度化し、ほぼすべての
重症度で最も高頻度に見られる精神症状であった。一方、FTLDでは、認知症の重症度に関わりなく、ごく初期や
進行期で最も頻度の高い精神症状であった。このように、アパシーは認知症の原因疾患に関係なく極めて頻度の
高い、治療標的となる重要な精神症状であることを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：We gathered Neuropsychiatric Inventory (NPI) data of patients with 
Alzheimer’s disease (AD; n = 1091), dementia with Lewy bodies (DLB; n = 249), vascular dementia 
(VaD; n = 156), and frontotemporal lobar degeneration (FTLD; n = 102). The progression of dementia 
was significantly associated with the severity of apathy in AD, DLB and VaD patients. However, 
trajectories of apathy in FTLD were unclear. Apathy was the most prevalent BPSD in AD, DLB, VaD, 
FTLD patients with almost all CDR stages.

研究分野： 老年精神医学
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１．研究開始当初の背景 
 
アパシーは、しばしば認知症に見られる精神
症状にもかかわらず、疾患別、重症度別の有
症率を、同一尺度で検討した研究はほとんど
なく、神経基盤に関する研究も少ない。 
 
２．研究の目的 
 
認知症の疾患別、重症度別にアパシーの有症
率を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
 
1500 名以上の４大認知症、すなわち、アル
ツハイマー病（AD）、レビー小体型認知症
（DLB）、血管性認知症（VaD）、前頭側頭
葉変性症（FTLD）におけるアパシー（意
欲低下）を客観的な評価尺度である
Neuropsychiatric inventory (NPI)を用い
て評価した。 
 
４．研究成果 
 
アパシーは AD、DLB、VaD では、認知症
の進行に伴い重度化し、ほぼすべての重症
度で最も高頻度に見られる精神症状であっ
た。一方、FTLD では、認知症の重症度に
関わりなく、ごく初期や進行期で最も頻度
の高い精神症状であった。このように、ア
パシーは認知症の原因疾患に関係なく極め
て頻度の高い、治療標的として重要な精神
症状であることを明らかにした。 
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